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ら
も
高
度
な
技
術
を
持
っ
て

作
成
し
た
こ
と
が
推
測
で
き

ま
す
。

広
大
な
裏
宿
遺
跡
の
ほ
ん

の
一
部
の
発
掘
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
多
く
の
遺
物
や
遺
構

に
よ
っ
て
、
こ
の
地
域
で
の
縄

文
時
代
全
般
、
特
に
柄
鏡
形
住

居
が
作
ら
れ
た
短
い
時
期
に

お
け
る
生
活
遺
構
な
ど
の
全

貌
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
土
器
は
、
郷
土
博
物
館

「
青
梅
市
の
文
化
遺
産
」
の
コ

ー
ナ
ー
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

郷
土
博
物
館

緯

・
６
８
５
９

２３

径
約

唖
、
底
部
の
直
径
約
８

４４

唖
、
重
さ
６
・
５
茜
で
一
部
は

朱
で
彩
ら
れ
、
縄
文
は
一
切
付

け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

口
縁
部
に
は
、
帯
状
の
把と

っ

手て

が
向
か
い
合
っ
て
付
け
ら
れ
、

極
端
に
小
さ
な
底
の
部
分
と

大
き
く
張
り
出
し
た
胴
の
部

分
の
対
比
が
印
象
的
で
す
。

こ
の
土
器
の
文
様
は
器き

面め
ん

を
大
胆
に
使
い
、
微び

隆
り
ゅ
う

起き

帯た
い

で
形
作
り
、
底
部
か
ら
左
右
に

噴
き
出
す
よ
う
な
渦
巻
き
状

の
柄
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
ま

が
ら

す
。
見
方
に
よ
る
と
大
き
な

ハ
ー
ト
形
に
見
え
、
遠
望
す
る

と
カ
マ
キ
リ
の
顔
の
部
分
を

描
い
た
よ
う
に
も
見
え
て
、
文

様
の
発
想
に
驚
き
ま
す
。

砂
混
じ
り
の
粘
土
で
仕
上

げ
た
焼
き
は
硬
質
で
あ
り
、
底

に
対
す
る
胴
部
の
安
定
性
を

考
慮
し
、
形
や
文
様
の
発
想
か

「
柄
鏡
形
敷し

き

石
住
居
」
と
呼
ば

い
し

れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
遺
跡
で
は
柄
鏡
形
敷

石
住
居
跡
が
４
か
所
見
つ
か

り
、
写
真
は
そ
の
中
で
も
最
後

に
作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
住

居
跡
の
張
り
出
し
部
に
設
け

ら
れ
て
い
た
埋う

め

甕
で
す
。

が
め

時
代
は
縄
文
時
代
中
期
の

終
わ
り
、
加か

曾そ

利
Ｅ
様
式
の
土

り

器
で
、
ほ
ぼ
完
形
に
近
く
、
焼

き
方
や
形
、
文
様
も
す
ば
ら
し

く
、
市
内
で
は
ほ
と
ん
ど
出
土

し
て
い
な
い
珍
し
い
も
の
で

す
。全

高
約

唖
、
胴
部
の
最
大

３５

裏
宿
遺
跡
は
今
か
ら
約
４

千
年
前
の
、
縄
文
時
代
中
期
末

葉
を
主
と
す
る
遺
跡
で
す
。

昭
和

年
７
月
に
発
掘
調

５８

査
が
行
わ
れ
、
平
安
時
代
や
縄

文
時
代
の
住
居
跡
と
と
も
に
、

磨ま

製せ
い

石せ
き

斧
や

ふ

石せ
き

鏃
、
細
長
い
編

ぞ
く

み
物
用
と
思
わ
れ
る
石
な
ど

が
見
つ
か
り
、
集
石
遺
構
や
貯

蔵
穴
な
ど
も
発
掘
さ
れ
ま
し

た
。縄

文
時
代
の
住
居
跡
は
、
一

般
的
に
は
円
形
ま
た
は
隅す

み

丸ま
る

方ほ
う

形
で
す
が
、
あ
る
時
期
だ
け

け
い

柄え

鏡
か
が
み

形
に
作
り
、
床
面
や

が
た

柄え

の
部
分
に
石
を
敷
き
詰
め
る

裏裏裏
宿宿
遺遺
跡跡
か
ら
出
土
の
埋

か
ら
出
土
の
埋
甕甕

市
文
化
財
保
護
指
導
員

鈴
木
晴

市
文
化
財
保
護
指
導
員

鈴
木
晴
也也

な
し
の
部
屋
▽
対
象
＝
学
校
な

ど
子
ど
も
た
ち
の
前
で
、
読
み

聞
か
せ
や
お
は
な
し
会
の
活
動

を
し
て
い
る
方
、
す
る
予
定
が

あ
る
方
▽
内
容
＝
絵
本
の
持
ち

方
、
め
く
り
方
、
選
び
方
等
▽

定
員
＝
先
着

人
▽
費
用
無
料

３０

▽
そ
の
他
＝
学
校
な
ど
で
読
み

た
い
絵
本
が
あ
れ
ば
お
持
ち
く

だ
さ
い
▽
直
接
会
場
へ

お

は

な

し

会

日
時
＝
１
月

日
（
土
）

午

２８

前

時
～

時

分
▽
会
場
＝

１１

１１

４０

お
は
な
し
の
部
屋
▽
対
象
＝
４

歳
以
上
▽
内
容
＝
日
本
と
外
国

の
お
話
の
語
り
や
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
▽
定
員
＝
先
着

人
程

３０

度
▽
費
用
無
料
▽
協
力
＝
図
書

館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
▽
直
接
会
場

へお
は
な
し
会
「
絵
本
の
森
」

日
時
＝
２
月
３
日
（
金
）

午

前

時

分
～

時

分
▽
会

１０

３０

１１

１０

場
＝
お
は
な
し
の
部
屋
▽
対
象

＝
２
～
４
歳
児
と
保
護
者
▽
内

容
＝
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
紙

芝
居
な
ど
▽
定
員
＝
先
着

組
１５

▽
費
用
無
料
▽
協
力
＝
図
書
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
お
は
な
し
の

会
こ
ろ
り
ん
」
▽
直
接
会
場
へ

日
時

１
月

日
（
日
）

午
前

２２

９
時
～
午
後
４
時

問
い
合
わ
せ

収
納
課
収
納
管

理
係

市
民
税
・
都
民
税
…
４
期

国
民
健
康
保
険
税
…
７
期

介

護

保

険

料

…

７

期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
７
期

市
民
セ
ン
タ
ー
の
休
館
日
は

日
（
月
）
で
す
。

１６市

民

ウ

ォ

ー

キ

ン

グ

霞

丘

陵

を

歩

く

日
時
＝
１
月

日
（
日
）

午

２２

前
８
時

分
～
８
時

分
に
今

１５

３０

井
市
民
セ
ン
タ
ー
集
合
・
受
付
、

８
時

分
出
発
※
雨
天
・
降
雪

５０

等
コ
ー
ス
不
良
の
場
合
は
中
止

▽
内
容
＝
体
力
増
進
、
健
康
保

持
を
目
的
と
し
て
、
埼
玉
県
境

か
ら
七
国
峠
を
経
由
す
る
霞
丘

陵
を
歩
く
（
約
６
娃
）
※
所
要

時
間
３
時
間
程
度
▽
費
用
無
料

▽
共
催
＝
青
梅
市
、
青
梅
市
自

治
会
連
合
会
第

支
会
▽
直
接

１１

集
合
場
所
へ

調

布

こ

と

ぶ

き

大

学

日
時
＝
１
月

日
（
水
）

午

２５

後
零
時

分
か
ら
▽
対
象
＝
市

３０

内
在
住
の

歳
以
上
の
方
▽
内

６０

容
＝
第

回
新
春
芸
能
大
会

２４

（
歌
・
舞
踊
な
ど
の
披
露
）
▽
共

催
＝
調
布
地
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ

連
合
会
▽
入
場
無
料
▽
直
接
会

場
へ中

央
図
書
館
に
お
越
し
の
際

は
、
な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

絵

本

の

べ

ん

き

ょ

う

会

日
時
＝
１
月

日
（
金
）

午

２７

前

時
～
正
午
▽
会
場
＝
お
は

１０ 市
民
セ
ン
タ
ー

長
淵
市
民
セ
ン
タ
ー

緯

・
３
２
４
９

２２

中
央
図
書
館

緯

・
６
５
４
３

２２

だ
い
通
知
し
ま
す
）

会
場

東
青
梅
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
区
分

▽
菓
子
の
部

▽
食
品
の
部

▽
民
芸
・
工
芸
、
そ
の
他
の
部

費
用

２
千
円
（
同
協
会
会

員
は
免
除
）

結
果

通
知
（
４
月
上
旬
ま

で
）
お
よ
び
推
奨
状
（
４

月
中
）
を
郵
送

推
奨
期
間

４
月
～
平
成
３２

年
３
月

日
の
３
年

３１

問
い
合
わ
せ

同
協
会
事
務

局
緯

・
２
４
８
１
、
電
子

２４

メ
ー
ル
死om

e-2481@
o

m
eka

nko.g
r.jp

、
市
商

工
観
光
課

御
岳
交
流
セ
ン
タ
ー
で
配

布
す
る
申
請
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
青
梅
市

観
光
協
会
事
務
局
へ

※
申
請
用
紙
は
、
同
協
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
可

審
査
方
法

▽
現
在
推
奨
し
て
い
る
土
産

品
を
継
続
し
て
申
請
す
る

場
合
…
書
類
審
査
の
み

※
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
等
の
変

更
が
あ
る
場
合
は
画
像
を

添
付

▽
新
規
に
申
請
す
る
場
合
…

審
査
会
前
日
（
３
月
下
旬
）

ま
で
に
同
協
会
へ
次
の
商

品
２
点
を
搬
入

▽
包
装
紙
に
包
ん
だ
商
品
１

点
▽
包
装
紙
に
包
ま
な
い
商
品

１
点

※
菓
子
・
食
品
は
返
送
し
ま

せ
ん
。

日
程

３
月
下
旬
（
決
定
し

青
梅
市
観
光
協
会
で
は
、

観
光
土
産
品
審
査
会
を
実
施

し
ま
す
。

推
奨
土
産
品
に
は
、
青
梅

市
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
チ
ラ
シ
等
で
広
告
、
宣

伝
を
行
い
、
１
社
に
つ
き
推

奨
シ
ー
ル

シ
ー
ト
（

枚
）

３０

９００

を
配
布
し
ま
す
。（
そ
れ
以

上
に
必
要
な
場
合
は
実
費
）

出
品
条
件

▽
市
内
の
土
産
品
等
の
製
造

業
者
で
あ
る
こ
と
。
１
社

に
つ
き
原
則
５
品
ま
で

▽
土
産
品
製
造
業
者
の
出
品

の
了
承
を
得
た
卸
・
小
売

業
者
な
ど
で
あ
る
こ
と

申
し
込
み

１
月

日
～
２

１６

月

日
に
青
梅
市
観
光
協

２８
会
事
務
局
、
青
梅
観
光
案

内
所
、
青
梅
商
工
会
議
所
、

青青

梅

市

観

光

協

会

推

奨

土

産

品

を

募

青

梅

市

観

光

協

会

推

奨

土

産

品

を

募

集集

今
井
市
民
セ
ン
タ
ー

緯

・
８
６
０
０

３１

日

曜

納

税

窓

口

１

月

の

納

期

青

梅

市

の

文

化

遺

産

１

柔道スポーツ教室（予定）

日時会場

午前９時から日
青梅市民センター

（永山体育館）

午前９時から日長淵市民センター

午前９時から日大門市民センター

午前９時から日梅郷市民センター

午前９時から土沢井市民センター

午前８時から日新町市民センター

開講式…全教室合同で４月初旬に総
合体育館で実施

平平
成成

年
度

柔
道
・
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
教
室
参
加
者
募

年
度

柔
道
・
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
教
室
参
加
者
募
集集

２９２９

期
間

４
月
～
平
成

年
３
月

３０

会
場
・
日
時

左
表
の
と
お
り

対
象

市
内
在
住
・
在
学
の
小
・

中
学
生

指
導

市
柔
道
連
盟
、
市
剣
道

連
盟

受
講
料
無
料

※
柔
道
衣
、
剣
道
衣
、
竹
刀
等

用
具
は
各
自
負
担

申
し
込
み

３
月

日
ま
で
に

１７

申
込
用
紙
（
各
市
民
セ
ン
タ

ー
、
総
合
体
育
館
で
配
布
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
各

市
民
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
総
合

体
育
館
窓
口
へ

※
現
在
こ
の
教
室
に
参
加
し
て

い
る
方
も
、
年
度
ご
と
に
あ

ら
た
め
て
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
推
進

課

剣道スポーツ教室（予定）

日時会場

午後３時から土
青梅市民センター

（天ヶ瀬体育館）

午後３時から土長淵市民センター

午後３時から土大門市民センター

午後５時から土梅郷市民センター

午後４時から土沢井市民センター

午前８時から日小曾木市民センター

午後３時から土成木市民センター

午後２時から土東青梅市民センター

午前１０時から日新町市民センター

午後３時から土河辺市民センター

開講式…全教室とも各教室初回に実施

青
梅
商
工
会
議
所
で
は
、

お
店
の
ス
タ
ッ
フ
（
店
員
）

が
講
師
と
な
り
、
専
門
店
な

ら
で
は
の
知
識
や
情
報
を
受

講
生
（
お
客
さ
ん
）
に
伝
え

る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
得
す
る
ま

ち
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
ま
ち
ゼ

ミ
）」
を
開
催
し
ま
す
。

青
梅
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
・
チ
ラ
シ
で
講
座
を

紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
気

に
な
る
お
店
や
講
座
へ
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
間

２
月
１
日
（
水
）
～

日
（
火
）

２８
チ
ラ
シ
設
置
場
所

各
市
民

セ
ン
タ
ー

ほ
か

問
い
合
わ
せ

青
梅
商
工
会

議
所
中
小
企
業
相
談
所
緯

・
０
１
１
３

２３

第第第

回

青

梅

ま

ち

ゼ

ミ

開

回

青

梅

ま

ち

ゼ

ミ

開

催催

１０１０

市
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
「
谷
合
氏
見
聞
録
」
が

郷
土
博
物
館
へ
寄
贈
さ
れ
た
こ

と
を
記
念
し
、
企
画
展
を
開
催

し
ま
す
。

「
谷
合
氏
見
聞
録
」
は
、
江
戸

時
代
に
二
俣
尾
村
（
市
内
二
俣

尾
）
の
名
主
で
あ
っ
た
谷
合
七
兵

衛
吉
治
が
自
身
の
見
聞
を
書
き

残
し
た
も
の
で
す
。元
禄

（
１

１１

６
９
８
）
年
か
ら
寛
保
４
（
１
７

４
４
）年
ま
で
、
お
よ
そ
半
世
紀

に
渡
り
書
き
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。政
治
・
事
件
・
天
変
地
異
か

ら
村
の
生
活
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
象
が
書
き
残
さ
れ
て
お

り
、
当
時
の
世
相
を
う
か
が
い

知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
と
し

て
大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。

本
企
画
展
で
は
、「
谷
合
氏

見
聞
録
」の
記
述
を
も
と
に
、
当

時
起
き
た
事
件
や
世
相
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。

会
期

１
月

日
（
土
）
～
４

２８

月

日
（
日
）

１６

休
館
日

月
曜
日

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
開

館
し
、
翌
平
日
が
休
館

会
場

郷
土
博
物
館
１
階
企
画

展
示
室

入
場
無
料

問
い
合
わ
せ

郷
土
博
物
館
緯

・
６
８
５
９

２３

郷
土
博
物
館
企
画

郷
土
博
物
館
企
画
展展

一
名
主
が
見
た
江
戸
時
代
の
世

一
名
主
が
見
た
江
戸
時
代
の
世
相相

「
谷
合
氏
見
聞
録
」
の
世

「
谷
合
氏
見
聞
録
」
の
世
界界見聞録に描かれた

すい星の図

推奨シール

見 本


